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予算審査

　老朽化の進む大規模集会施設
は今後、修繕や維持管理費用の
増加が見込まれるため、長寿命
化や施設の今後のあり方につい
て施設の劣化状況などを調査し
ます。

出産や子育てしやすい環境の構築、
子育てサポート
島の文化や環境、地域力を生かし
た保育、教育の展開

健康な暮らしを営むための保健事
業と介護予防
高齢者が地域で活躍できる場・機
会の確保

本市への来訪の促進
多様な人材の活動・交流促進
本市との縁の深化

農林水産業の振興
地場産業の経営安定化や活性化
新たなしごとの創出

大規模集会施設の
� あり方検討事業

予算額 1,336 万円

　市道約280㎞の舗装路面を
「路面性状測定車」で写真撮影し
ながら走行し、その画像を AI
で解析・診断し、ひび割れなど
の劣化状況を判
断して舗装の補
修計画を策定す
るとともに、そ
の計画に基づき、
緊急度の高い舗
装路面（2,000
㎡）を修繕しま
す。

市道路面性状調査と
� 舗装改修

予算額 3,400 万円

　介護サービス提供体制の充実
に向け、市内事業所が行う以下
の取り組みを支援します。

・�大規模修繕時
に行う介護ロ
ボット等の導
入
・�空気感染を防
ぐ機器の整備
・�介護人材確保
のための職員
宿舎の整備

地域医療介護総合
� 確保事業　

予算額 4,164 万円

デジタル技術の積極的な活用DXの推進
インフラや暮らしのセーフティーネットその他、
生活を営むための基盤整備

暮らしの基盤整備

■一般会計  150億8,000万円　　対前年度� 8億7,000万円減
■特別会計　 77億6,840万円　　対前年度� 7,860万円増
■企業会計    18億5,940万円　　対前年度� 14億750万円減 　

　旧４町時代に整備された防災行政無線設備等が
保守期限を迎えるため更新を行います。それに伴
い、メールやＳＮＳ等を使った情報発信、県への
災害報告や市内の被害状況把握を一元化し、効率
化をはかるため防災システムを再構築します。

委員から一言　―――――――――――――――
　再構築事業については、市内の地形的状況や市
民の年齢構成に配慮し、デジタル技術に親しみの
ない方々や外国人市民も含め誰一人取り残すこと
のないよう事業を推進していただきたい。

　学校司書の免許を持っている教員や、司書教諭
免許を持っている者の有無、またはボランティア
の状況などを加味しながら推進校については選定
中です。

委員から一言　―――――――――――――――
　学校図書館の充実は、児童生徒の成長にとって
極めて重要である。その他の学校についても、短
期間のうちに整備され、本に対する親しみと読解
力の育成をはかり、学力向上につなげていただき
たい。

　事業内容の中に、
「防災行政無線等の
近代化」といったも
のがあるが、具体的
にはどういったもの
なのか。

　重点推進校として小学
校１校、中学校１校とあ
るが、どの学校で推進し
ていくのか。

予算額 2,100万円

予算額 481万円

　建物借上料は別途計上しています。これは机や
椅子・パーテーション等の備品をそこに搬出入し、
開設期間内ずっと借り上げる費用を含めた設営等
業務委託料です。

　市民にとっては大きな変更であり、混乱が生じ
ている。高齢化率が高いわがまちの特徴を踏まえ
て、市民目線で政策を進めるよう求める。

　今後は問題点を洗い出して検証を進め、改善す
べきところは改善します。

　これまでの捕獲重視の対策では、被害が減って
いません。被害を減らすには、適切な柵の設置、
餌となる放置果樹をなくすなどの環境改善、悪さ
をするイノシシの捕獲など、一体的な取り組みが
効果的と考えます。まずは、地域主体の取り組み
に手を挙げていただくためにも講習会を開催して
いきます。

　イノシシ被害を減らしていくための意気込みを。

　今後、効果的な捕獲をするためにも、環境改善
に力を入れていきたいと考えます。

　令和４年分の確定申告
から申告相談の会場数や
受付方法等が整理・縮減
されたが、これはゆめタ
ウン江田島の借上料か。

　地域を主体と
した「総合防除
（防除、環境改
善、捕獲の一体
的な取り組み）」
に今後どう対応
するのか。

予算額 64万1,000円

防災情報システム再構築事業防災情報システム再構築事業

学校図書館リニューアル事業学校図書館リニューアル事業

申告会場設営等業務委託料申告会場設営等業務委託料

イノシシ被害対策としての総合防除イノシシ被害対策としての総合防除

令和５年度から新たに実施する事業の中から、３つを紹介します。新規事業新規事業

議案の審査にあたり、議論された内容の一部を紹介します。予算審査Q＆A予算審査Q＆A
可
決

　
令
和
５
年
第
１
回
江
田

島
市
議
会
定
例
会
本
会
議

に
お
い
て
、
予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
常

任
委
員
会
所
管
ご
と
の
２

分
科
会
に
令
和
５
年
度
予

算
案
を
付
託
し
ま
し
た
。

２
分
科
会
を
２
月
27
日
～

３
月
３
日
ま
で
開
催
し
、

慎
重
に
審
査
を
し
た
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。 予

算

令
和
５
年
度

しごとの創出しごとの創出 人のつながり・縁づくり人のつながり・縁づくり

健康寿命の延伸健康寿命の延伸子育てしやすい環境づくり子育てしやすい環境づくり

主要政策の重点項目

これら４項目を横断的に貫き、支える共通項目

空気感染を防止
する陰圧装置

島内には市道が
約1,000路線ある対象施設：わくわくセンター

講習会の様子

ゆめタウン江田島の申告会場

リニューアル後のイメージ
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主な議案

令和５年 2月

定例会
会期：2/21～3/15

議案・・・40件
同意・・・３件
発議・・・２件

本会議のライブ中継・録画映像は、ご自宅のパソコンやスマートフォンから視聴できます。

インターネットで本会議の映像を視聴できます！

江田島市議会　中継

全ての議案名は、
市ホームページで
ご覧いただけます。

水道事業が広島県水道広域連合企業団へ移管
議案第 24号　広島県水道広域連合企業団の設立に伴う関係条例の整備に関する条例案について

　令和５年４月１日から広島県と本市を含む１４市町
で構成する広島県水道広域連合企業団による水道事業
の共同経営が始まります。本市の水道事業は広島県水
道広域連合企業団へ移管し、企業局は廃止となります。

放課後児童クラブ（中町児童クラブ）のサービス拡充
議案第 22号　江田島市放課後児童クラブ設置及び管理条例の一部を改正する条例案について

　放課後児童クラブのサービス向上のため、試行的に中町児童クラブにお
いて毎週土曜日の開所及び平日の利用時間の延長をします。

中町児童クラブのサービス拡充内容
平日の利用時間の延長（保護者負担金・月額＋５００円）
午後６時から午後６時３０分まで
毎週土曜日開所（保護者負担金・月額＋５００円）

他の児童クラブのサービス拡充の検討は
しているのか。

まずは児童支援員などの運営体制の整備
をし、中町児童クラブの利用状況を踏ま
えて、ニーズの高い児童クラブのサービ
ス拡充をしたいと考えます。

　下水道事業は、土木建築部下水道課となります。
企業局は廃止となりますが、上下水道の窓口事務所は
これまで通り江田島市民センターとなります。

新しい水道の問い合わせ先
広島県水道広域連合企業団江田島事務所
TEL   ０５０－３７８５－３４３０
※ただし、これまでの電話番号も令和７年度末まで利用可能です。

参　考

自己負担額は１日５００円、自己負担上限月額は入院１４日分・通院４日分まで
所得制限あり

乳幼児等医療費の支給対象の拡大
議案第 14号　江田島市乳幼児等医療費支給条例の一部を改正する条例案について

　子育て世帯の経済的負担を軽減し、安心して医療を受けられる環境を整
備し、子育てしやすい環境づくりを推進するため、乳幼児等医療費の通院
分を小学６年生から中学３年生まで支給対象を拡充します。

他市町で１８歳まで引き上げる動きも
あるが、なぜ本市は１８歳まで引き上
げないのか。

財政状況が厳しい本市において、さら
なる支給対象の拡充には慎重な検討が
必要なので、今回は１５歳までとしま
した。

対象年齢等 区分
０歳～小学６年生 入院・通院

中学１年生～３年生 入院

対象年齢等 区分
０歳～中学 3年生 入院・通院

【令和５年４月１日施行】

対象拡充

安全で安心な水を守る

放課後児童クラブの様子
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ＱＲコードを読み取ると録画映像が視聴できます。

一般質問
市の考えを問う

１　岡野　数正　　どうする！空き家対策および少子化対策
２　古居　俊彦　　認定子ども園の現状は？
３　上本　雄一郎　ふるさとの歴史を大切にする姿勢を示すべき！
４　宮下　成美　　子育て施策に対して今後の取り組みは！
５　酒永　光志　　持続可能な江田島市の漁業を目指す施策を！
６　美濃　英俊　　早急に働き手確保の対策を望む！
７　平本　美幸　　農水産業の振興／「しごとの創出」と移住定住との関わり
８　筧本　語　　　国道 487 号の今後の展望は？

質問者　８人

空
き
家
の
実
態
調
査
か
ら　

ら
見
え
て
き
た
も
の
は
。

市
長
令
和
３
年
度
の
調
査
で

は
、
市
内
の
空
き
家
等
と
思
わ

れ
る
住
宅
数
は
１
８
６
５
戸
、

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
調
査

と
比
較
す
る
と
約
５
０
０
戸
増

加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

建
材
の
落
下
等
の
不
具
合
が
見

ら
れ
る
空
き
家
が
、
３
６
８
戸

あ
り
、
前
回
調
査
時
よ
り
も
老

朽
化
に
伴
う
破
損
・
老
朽
が
進

ん
だ
空
き
家
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

今
後
も
人
口
減
少
が
進
む

中
で
、
さ
ら
に
空
き
家
が

増
え
、
長
期
化
す
る
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
対
策
は
。

さ
と
う
み
科
学
館
の
西
原

直
久
館
長
の
言
葉
、
す
な

わ
ち
「
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
知

る
子
ど
も
は
、
ふ
る
さ
と
を
語

れ
る
大
人
に
な
る
」
に
倣
っ
て

言
え
ば
、「
ふ
る
さ
と
の
〈
歴

史
〉
を
知
る
子
ど
も
は
、
ふ
る

さ
と
を
語
れ
る
大
人
に
な
る
」。

ふ
る
さ
と
教
育
展
開
の
反
面
で
、

歴
史
に
関
わ
る
資
料
の
収
集
や

施
設
の
活
用
等
に
課
題
が
あ
る
。

　
旧
４
町
広
報
紙
の
市
立
図
書

館
で
の
収
蔵
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
長
「
広
報
お
お
が
き
縮

刷
版
」
は
各
図
書
館
に
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
ほ
か
旧
江
田
島
町
・
旧

能
美
町
・
旧
沖
美
町
の
広
報
紙

は
そ
れ
ぞ
れ
各
市
民
セ
ン
タ
ー

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
立

図
書
館
へ
の
収
蔵
は
、
今
後
、

何
ら
か
の
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

「
大
柿
地
区
歴
史
資
料

館
・
江
田
島
市
灘
尾
記
念

文
庫
」
の
学
校
教
育
に
お
け
る

活
用
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
長
同
施
設
は
旧
大
柿
町

が
昭
和
62
年
３
月
に
整
備
し
た

も
の
で
、
大
柿
町
の
歴
史
を

後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

政
治
家
・
灘
尾
弘
吉
先
生
（

一
八
九
九
～
一
九
九
四
）
の
偉

業
を
称
え
、
伝
え
る
た
め
の
関

係
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
灘
尾
弘
吉
先
生
に
関
す
る
最

近
の
学
習
実
績
と
し
て
は
、
平

成
30
年
度
と
令
和
２
年
度
、
早

瀬
大
橋
架
橋
の
過
程
を
探
究
的

に
学
ん
だ
学
習
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
令
和

３
年
３
月
に
大
君
の
泉
公
園
に

記
念
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

灘
尾
弘
吉
先
生
関
係
資
料

を
さ
ら
に
収
集
し
て
は
。

教
育
長
令
和
５
年
度
に
は

「
灘
尾
弘
吉
先
生
没
後
30
年
及

び
早
瀬
大
橋
開
通
50
周
年
記
念

展
」
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
こ
の
展
示
に
合
わ
せ
、
今

後
も
関
係
者
等
か
ら
新
た
な
資

料
の
収
集
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

認
定
子
ど
も
園
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

市
長
令
和
３
年
度
に
は
、
市

内
５
か
所
の
保
育
園
全
て
が
認

定
こ
ど
も
園
化
さ
れ
、
市
内
全

域
で
同
一
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
３
歳
以
上
の
子
ど
も
は
、

保
護
者
の
方
の
就
労
や
介
護
な

ど
保
育
事
由
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
一
サ
ー
ビ
ス
と
は
具
体

的
に
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

福
祉
保
健
部
長
延
長
保
育
や

一
時
保
育
等
の
時
間
を
統
一
し
、

さ
ら
に
は
幼
稚
園
機
能
と
し
て
、

就
学
前
教
育
を
提
供
す
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
特
色
あ
る
保

育
を
全
園
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

入
園
条
件
の
認
定
は
。

市
長
認
定
に
は
、
子
ど
も
の

年
齢
等
に
よ
り
３
つ
に
区
分
さ

れ
て
い
ま
す
。
１
号
認
定
は
、

教
育
標
準
時
間
認
定
で
、
子
ど

も
の
年
齢
が
３
歳
か
ら
５
歳
ま

で
に
適
用
さ
れ
、
５
時
間
30
分

の
保
育
で
幼
稚
園
機
能
に
該
当

し
ま
す
。
２
号
認
定
は
、
保
育

認
定
で
、
年
齢
区
分
に
応
じ
て
、

３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
で
す
。 　

　
３
号
認
定
も
保
育
認
定
で
、

生
後
６
か
月
か
ら
２
歳
ま
で
で

す
。
保
育
認
定
と
な
る
２
号
お

よ
び
３
号
認
定
で
は
，
就
労
や

介
護
な
ど
保
育
の
必
要
性
に
係

る
事
由
に
該
当
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

職
員
の
配
置
は
。

市
長
認
定
こ
ど
も
園
で
の
職

員
の
配
置
基
準
に
つ
い
て
は
、

広
島
県
条
例
の
規
定
に
よ
り
、

保
育
士
１
人
に
つ
き
、
０
歳
児

は
３
人
ま
で
、
１
歳
児
と
２
歳

児
で
は
６
人
ま
で
、
３
歳
児
で

は
20
人
ま
で
、
４
歳
児
以
上
で

は
30
人
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
本
市
で
は
、
80
人
の
職
員

で
適
切
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
保
育
施
設
は
、
建
て
替
え
な

ど
の
環
境
整
備
が
進
ん
で
い
る

と
思
う
が
、
保
育
を
現
場
で
行

う
の
は
、
保
育
士
の
皆
さ
ん
で

あ
る
。
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面

に
お
い
て
、
江
田
島
市
の
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

よ
り
よ
い
子
育
て
へ
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
よ

う
、
施
設
の
充
実

と
保
育
士
の
確

保
・
指
導
を
し
っ

か
り
と
お
願
い
す

る
。

岡野　数正
どうする！空き家対策および少子化対策

答 空き家については、適正に改善・指導を行い、少子化
対策は、20 代 30 代の確保に向けて取り組む

上本　雄一郎
ふるさとの歴史を大切にする姿勢を示すべき！

答 ふるさと教育は本市にとって欠かすことのできない
大切な教育と認識している

古居　俊彦
認定子ども園の現状は？

答 保育園機能と幼稚園機能の両方を併せ持っており、
特色ある保育事業を実施している

土
木
建
築
部
長
空
き
家
家
財

等
処
分
補
助
金
の
追
加
や
、
危

険
家
屋
除
却
補
助
金
の
上
限
額

を
引
き
上
げ
る
な
ど
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
補
助
制

度
に
見
直
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

長
期
化
の
予
防
に
は
、
早
期
に

利
活
用
を
決
め
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
と
考
え
、
居
住
中
か
ら

そ
の
家
の
将
来
を
話
し
合
う
、

い
わ
ゆ
る
「
住
ま
い
の
終
活
」

の
普
及
を
進
め
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
む
中
、
少
子

化
対
策
は
。

本
市
の
令
和
４
年
の
出
生

数
は
72
人
と
な
っ
て
お
り

少
子
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

少
子
化
対
策
の
充
実
は
喫
緊
の

重
要
課
題
で
あ
る
。
今
後
の
取

り
組
み
は
。

　
　市

長
市
と
し
て
の
少
子
化
対

策
は
、
人
口
問
題
と
捉
え
て
い

ま
す
の
で
、
課
題
で
あ
る
20
代
、

30
代
の
人
口
の
確
保
に
向
け
て
、

企
業
誘
致
や
移
住
政
策
、
子
育

て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
さ

ら
に
推
進
し
ま
す
。

お
わ
り
に

　
少
子
化
対
策
は
、
未
来
の
江

田
島
市
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
。

効
果
的
な
対
策
を
推
進
さ
れ
た

い
。

問 問

問

問問問

問

問問

問

倒壊しそうな空き家

灘尾弘吉元衆院議長
（1899 ～ 1994）

泉公園から望む早瀬大橋
本年秋に架橋から50年を迎える
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答答

答 答

令
和
６
年
度
で
第
２
期
江

田
島
市
水
産
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
の
計
画
期
間
が
満
了
す
る
が
、

本
市
の
水
産
業
の
現
状
把
握
は
。

市
長
本
市
の
水
産
業
を
取
り

巻
く
状
況
は
、
漁
獲
量
の
減
少
、

魚
価
の
低
迷
、
漁
業
者
の
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
な
ど
多
く
の

課
題
が
あ
り
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
成
果
お
よ
び

そ
の
検
証
は
。

市
長
現
行
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
４

つ
の
柱
を
目
標
に
掲
げ
、
県
や

市
、
漁
業
協
同
組
合
、
漁
業
者

等
が
協
働
し
て
各
種
の
施
策
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
市
と
し

て
は
一
定
の
成
果
は
あ
げ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」

「
か
せ
げ
る
水
産
業
」
の

実
現
度
は
。

市
長
こ
れ
ま
で
種
苗
放
流
や

増
殖
場
の
造
成
、
魚
礁
機
能
を

向
上
さ
せ
る
た
め
漁
網
の
撤
去

を
行
い
、
キ
ジ
ハ
タ
等
の
放
流

魚
の
魚
礁
定
着
を
確
認
し
て
い

ま
す
。「
か
せ
げ
る
水
産
業
」

の
実
現
に
つ
い
て
は
、
市
漁
業

振
興
協
議
会
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

次
期
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
考

え
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

市
長
漁
業
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
幅
広
く
現
場
の
声
を
聞
き
、

情
報
把
握
に
努
め
、
令
和
６
年

度
内
の
策
定
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

第
３
次
江
田
島
市
総
合
計

画
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
反
映

と
整
合
性
は
。

市
長
現
行
の
第
２
期
ビ
ジ
ョ

ン
の
成
果
や
検
証
結
果
を
踏
ま

え
次
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、第

３
次
総
合
計
画
に
反
映
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
江
田
島
市
の

漁
業
を
目
指
す
た
め
、
次

期
ビ
ジ
ョ
ン
の
考
え
は
。

市
長
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

と
あ
わ
せ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

等
で
漁
業
者
の
声
を
聞
き
、
漁

業
協
同
組
合
や
関
係
機
関
と
連

携
し
次
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
向
性

を
定
め
ま
す
。

お
わ
り
に

　
本
市
の
水
産
業
は
県
内
の
経

済
活
動
別
構
成
の
中
で
突
出
し
、

市
町
別
総
生
産
を
み
て
も
県
内

で
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
伝
統
あ
る

本
市
の
水
産
業
を
将
来
に
わ
た

っ
て
持
続
で
き
る
よ
う
施
策
推

進
を
お
願
い
す
る
。

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に

よ
り
江
田
島
市
の
第
一
次

産
業
で
あ
る
農
業
・
漁
業
従
事

者
が
減
少
し
て
い
る
。
新
た
な

担
い
手
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
と
課
題
は
。

市
長
農
業
に
お
い
て
は
、
新

規
就
農
研
修
を
し
、
関
係
機
関

が
連
携
し
て
就
農
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
漁
業
に

お
い
て
は
、
広
島
県
新
規
漁
業

就
業
者
支
援
協
議
会
が
実
施
す

る
研
修
等
を
終
了
し
た
方
に
対

し
、
就
業
に
必
要
な
漁
船
漁
具

等
の
購
入
費
用
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
課
題
は
、
農
業
漁
業
と
も
に

持
続
性
の
あ
る
経
営
モ
デ
ル
を

示
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ

と
で
す
。

経
営
モ
デ
ル
は
い
つ
示
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
。

産
業
部
長
原
因
は
販
売
単
価

の
下
落
や
資
材
費
の
高
騰
等
で

す
が
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で

示
し
て
い
き
ま
す
。

し
ご
と
の
創
出
に
お
け
る

市
外
企
業
の
誘
致
は
ど
の

よ
う
な
業
種
が
対
象
な
の
か
。

企
画
部
長
特
定
の
業
種
に
限

定
せ
ず
、
幅
広
い
業
種
の
企
業

を
誘
致
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

移
住
定
住
の
観
点
か
ら
の

公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

企
画
部
長
航
路
事
業
に
つ
い

て
は
、
非
常
に
厳
し
い
環
境
で

あ
り
、
利
用
促
進
の
た
め
の
運

賃
値
下
げ
は
現
実
的
に
は
難
し

い
状
況
で
す
。
航
路
維
持
は
、

市
民
生
活
の
生
命
線
で
あ
る
た

め
、
守
り
続
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
わ
り
に　

　
し
ご
と
の
創
出
と
共
に
市
民

の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
思

い
切
っ
た
政
策
が
必
要
で
あ
る
。

人
口
減
少
対
策
に
お
け
る

市
の
取
り
組
み
と
し
て
、

企
業
誘
致
を
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
一
方
で
、
江
田
島

市
に
お
い
て
は
働
く
世
代
が
少

な
く
、
現
在
で
も
水
産
業
や
地

元
中
小
企
業
な
ど
雇
用
の
確
保

に
苦
労
し
て
お
り
、
今
後
の
見

通
し
が
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
の
働
き
手
の
確
保

に
関
し
て
、
市
で
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
人
口
流
出
や
高
齢
化
の

進
む
本
市
に
お
い
て
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
な
ど
に
お

け
る
雇
用
の
確
保
は
、
厳
し
い

状
況
で
す
。
働
き
手
を
確
保
す

る
こ
と
が
大
変
困
難
な
状
況
で

す
が
、
無
料
職
業
紹
介
所
の
運

営
支
援
や
、
市
広
報
紙
へ
の

求
人
情
報
の
掲
載
、
さ
ら
に

は
、
県
内
大
学
生
が
市
内
事
業

所
で
職
場
体
験
を
行
う
、
広
島

県
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
の
活
用
な
ど
を
継

続
し
、
働
き
手
の
確
保
に
つ
な

が
る
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

島
根
県
な
ど
全
国
の
過
疎

地
域
で
多
く
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
て
、
県
内
で
は
東
広
島

市
や
安
芸
太
田
町
が
現
在
進
め

て
い
る
「
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
協
同
組
合
」
の
制
度
に
関
し

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。 令

和
４
年
第
２
回
定
例
会

で
挙
げ
ら
れ
た
課
題
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
か
。

市
長
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
「

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば
」
の
利
用
人

数
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
の
５
４
０
１
人
か
ら
７
１
１

４
人
へ
と
増
加
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
施
設
か
ら
遠
い
地
域
の

方
へ
の
「
出
張
に
こ
に
こ
ひ
ろ

ば
」
で
あ
る
出
前
講
座
は
実
施

で
き
て
お
ら
ず
、
引
き
続
き
課

題
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
に
つ
い
て
は

実
施
す
る
方
向
で
考
え
て

い
る
か
。

福
祉
保
健
部
長
４
月
の
人
事

異
動
に
よ
り
体
制
が
整
い
次
第

可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。
に
こ

に
こ
広
場
の
サ
テ
ラ
イ
ト
は
、

以
前
か
ら
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
令
和
５
年
度
で
は
、

実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

令
和
５
年
１
月
に
策
定
さ

れ
た
「
江
田
島
市
デ
ジ
タ

ル
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
子
育
て
施
策

を
ど
う
関
連
付
け
て
い
く
か
。

福
祉
保
健
部
長
母
子
手
帳
ア

プ
リ
「
母
子
モ
」
の
さ
ら
な
る

活
用
と
、
認
定
こ
ど
も
園
の
入

園
申
し
込
み
等
を
江
田
島
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
実
施
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
ま
す
。

移
住
先
と
し
て
選
ぶ
際
の

立
地
的
利
便
性
の
悪
さ
を

払
拭
す
る
よ
う
な
施
策
を
拡
充

し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
保
健
部
長
市
が
抱
え
る

他
の
課
題
と
の
整
合
を
は
か
り

な
が
ら
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

な
施
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

移
住
定
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
ｈ
ｏ
ｄ
ｏ
ｈ
ｏ
ｄ
ｏ
へ

子
育
て
環
境
に
特
化
し
た
ペ
ー

ジ
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

福
祉
保
健
部
長
市
独
自
の
施

策
や
、
特
に
強
調
し
た
い
も
の

を
掲
載
し
て
い
く
の
は
良
い
ア

ピ
ー
ル
に
な
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

酒永　光志
持続可能な江田島市の漁業を目指す施策を！

答 漁業協同組合や関係機関と連携し方向性を定める
平本　美幸

農水産業の振興／「しごとの創出」と移住定住との関わり

答 農業・漁業の担い手を確保する支援を継続し、
しごとの創出を移住定住にしっかりと結び付けていく

美濃　英俊
早急に働き手確保の対策を望む！

答 働き手の確保につながる支援を続ける
宮下　成美

子育て施策に対して今後の取り組みは！

答 変化を捉え、事業の見直し、充実をはかり推進していく　　

市
長
本
制
度
の
活
用
に
は
、

事
業
者
の
皆
さ
ま
相
互
の
連
携

と
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
商
工
会
や
農
業

協
同
組
合
、
漁
業
協
同
組
合
な

ど
の
関
係
団
体
と
連
携
し
、
事

業
者
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
の
把

握
と
、
既
に
本
制
度
を
活
用
さ

れ
て
お
ら
れ
る
自
治
体
や
当
該

組
合
か
ら
の
情
報
収
集
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

労
働
者
を
確
保
す
る
た
め

「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
」
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
方
法
が
あ
り
ま
す
。
市

民
生
活
・
産
業
を
守
る
た
め

し
っ
か
り
情
報
を
掴
み
、
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

問

問

問問問

問問

問問

問問問

問 問

問問

問

子育て環境のアピール充実を！

アンケートが届いた際に
はご協力ください！
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議会アドベンチャー議会アドベンチャー
市民の声

国
道
４
８
７
号
の
今
後
の

計
画
と
進
捗
状
況
は
。

市
長
国
道
４
８
７
号
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
県
の
道
路
整
備

計
画
に
お
い
て
、
中
郷
区
間
を

事
業
箇
所
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
当
該
区

間
の
事
業
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
予
備
設
計
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

も
引
き
続
き
事
業
推
進
に
努
め

て
い
る
と
県
か
ら
伺
っ
て
い
ま

す
。

　
本
市
と
し
て
は
、
中
郷
ト
ン

ネ
ル
お
よ
び
御
殿
山
ト
ン
ネ
ル

で
、
大
型
車
の
す
れ
違
い
が
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
当
該
区
間
の
早
期
整
備

に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
国
や

県
に
要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。

津
久
茂
架
橋
構
想
実
現
に

向
け
た
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
と
今
後
の
展
望
は
。

市
長
津
久
茂
架
橋
構
想
の
実

現
は
、
本
市
の
新
市
建
設
計
画

の
中
に
も
掲
げ
て
お
り
、
構
想

実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
も

国
や
県
に
対
し
て
要
望
活
動
を

行
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
事
業
は
大
規
模
な
事
業
で
あ

る
こ
と
か
ら
、「
今
後
の
社
会

経
済
情
勢
を
勘
案
し
な
が
ら
引

き
続
き
検
討
す
る
」
旨
の
回
答

と
な
っ
て
お
り
、
構
想
の
実
現

に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
国
や

県
に
対
し
強
く
要
望
し
て
い
き

ま
す
。老

朽
化
が
懸
念
さ
れ
る
早

瀬
大
橋
の
今
後
の
対
応
は
。

市
長
「
５
年
に
１
回
行
う
法

定
点
検
や
日
常
点
検
の
結
果
に

基
づ
き
適
切
に
修
繕
等
を
行
い

な
が
ら
、
機
能
の
確
保
を
は
か

る
こ
と
と
し
て
い
る
」
と
県
か

ら
伺
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年

度
に
実
施
し
た
点
検
に
お
い
て
、

早
期
に
修
繕
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

県
に
よ
り
平
成
28
年
度
か
ら
、

橋
梁
修
繕
工
事
に
着
手
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
は
、
耐
震

補
強
工
事
も
併
せ
て
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、「
早
期
完

成
に
向
け
、
工
事
を
推
進
し
て

い
く
」
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
早
瀬
大
橋
は
、
本
市
と
本
土

を
往
来
す
る
車
両
の
唯
一
の
交

通
手
段
で
あ
る
と
と
も
に
、
緊

急
輸
送
道
路
に
位
置
付
け
ら
れ
、

重
要
な
路
線
で
あ
る
こ
と
か
ら

早
期
事
業
完
成
に
向
け
て
、
国

や
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

筧本　語
国道487号の今後の展望は？

答 引き続き、早期事業完成に向けて、国や県に対し
要望をしていく

●江田島市債権管理条例案について
●江田島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案について
●江田島市乳幼児等医療費支給条例の一部を改正する条例案について
●江田島市老人集会所等設置及び管理条例の一部を改正する条例案について
●江田島市国民健康保険条例の一部を改正する条例案について
●�江田島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び江田島市特定教育・保育施設及び特定地域型　
　保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案について
●�江田島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案について
●江田島市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例案について
●�江田島市スポーツセンター設置及び管理条例及び江田島市立学校施設使用条例の一部を改正する条例案について
●江田島市学校給食共同調理場設置及び管理条例の一部を改正する条例案について
●江田島市放課後児童クラブ設置及び管理条例の一部を改正する条例案について
●江�田島市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案について
●広島県水道広域連合企業団の設立に伴う関係条例の整備に関する条例案について
●財産の取得の変更について　●上水道管理事務の事務委託の廃止に関する協議について
●令和４年度江田島市一般会計補正予算（第５号）
●令和４年度江田島市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）　他特別会計補正予算６件
●�令和４年度江田島市水道事業会計補正予算（第３号）　●令和４年度江田島市下水道事業会計補正予算（第３号）
●令和５年度江田島市一般会計予算　●令和５年度江田島市下水道事業会計予算
●令和５年度江田島市後期高齢者医療特別会計予算　他特別会計予算７件
●副市長の選任につき同意を求めることについて
●�教育長の任命につき同意を求めることについて　●教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて
●�令和４年度江田島市一般会計補正予算（第６号）　●令和４年度江田島市交通船事業特別会計補正予算（第１号）
●�令和５年度江田島市一般会計補正予算（第１号）　●令和５年度江田島市交通船事業特別会計補正予算（第１号）
●江田島市議会の個人情報の保護に関する条例案について　●江田島市議会委員会条例の一部を改正する条例案について

令
和
５
年
２
月
定
例
会
で
同
意
・
可
決
さ
れ
た
議
案

�

＊
全
議
員
が
同
意
・
賛
成
し
ま
し
た
。

　市内の小学６年生（開催当時）が、社会科授業の一環として市議会の仕組みや役割について学び
ました。今年度は、令和４年７月に議会棟の施設見学や議会クイズ、議員への質問を行い、令和５
年１月に各校で、江田島市について調べたことやより良い暮らしのために市へ提案・質問をする意
見発表を行いました。次のページに議会アドベンチャーを終えた生徒の感想を掲載しています。

問問

問
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議会アドベンチャー感想文 議会アドベンチャー感想文

　私は、２回の江田島市議会アドベンチャーを体験してたくさんのことについて知りました。
　７月の議会棟見学では、議場の３つのルールを学びました。１つ目は「出入りの時は必ず礼をする」、２つ

目は「不必要にしゃべらない」、３つ目は「消毒をする」でした。また、議長室にも入ることができ、
感動しました。

　１月には、意見発表をしました。鹿川小学校は、地域の魅力を伝えるために、江田島市で
どのような方法をとっているのかを質問させていただきました。その中で、「魅力を伝える
ためには、まず自分たちがその魅力に気付くことが大切である」ことを教えていただきまし

た。大古小学校は、「農家の人がＡＩ技術を導入すること」、「サイクリングロードの整備」、
「地元出身の河石達吾さんを有名にする」という提案をしていました。提案後に、実際

のキュウリ農園でＡＩ技術を導入すると聞いて、とても驚きました。
　市議会アドベンチャーを通して、知らないことをたくさん知ることができたの
でとても良い経験になりました。

　江田島市議会アドベンチャーの体験を通して、市議会議員さんがどのようにして市民の願いをきいているの
か知ることができました。議会で話し合うだけでなく、日頃から市民のことを考えてくださっていることも分

かりました。
　  また、自分で「江田島市に住む人たちに困ったことがないだろうか」、「どのようにする

と解決できるだろうか」と考えることができました。「近くで買い物ができなくなって困っ
ている」、「江田島の人口減少をなんとかしたい」など、学級で話し合うといろいろな思い
や願いがでてきました。　　

　そして、どうすれば暮らしやすい江田島市になるのか考えました。議会体験では、自
分たちの考えに対して江田島市の考えをうかがうことができ、江田島の問題をどの

ように解決していくのか分かりました。
　これからも、一人の市民として、江田島のことを考えながら過ごしていきたい
と思いました。

　市議会で提案をして、市の職員の方から回答していただきました。私は全ての提案が通るものだと思ってい

ました。しかし、何をするにしても費用がかかるため、すぐに実現することは難しい物ばかりでした。

　　河石達吾さんに関する案は、手入れや費用がかかるため記念碑を設置することは難しいと

いう回答でした。広報紙に掲載したり、教育委員会に掲示したりするなどして江田島市の

偉人について紹介していることを知りました。より多くの人に知ってもらうために、今後

も他の方法を検討していきたいとの回答でした。学校に帰ってから私たちができること

は何かを考え、今、ペットボトルのキャップで河石達吾さんのモザイク画を制作してい

ます。

　この市議会アドベンチャーを通して、江田島市の方から意見を頂いたり、他校の

意見を聞いたりして、すごく貴重な体験になりました。

　朝から市議会アドベンチャーのことがずっと頭にあり、発表者でもない私が緊張していました。だんだんと
時間がせまってくるにつれ、私の緊張も高まっていきました。
　議会棟に着くと、夏の見学を思い出しました。私は、今回は傍聴席に座ることになっていました。
全体が見やすく、議員席からとはまた違った視点で見ることができました。
　切串小の番になり、クラスの代表が意見発表しました。その後、私たちの提案に対する返
答を頂きました。思っていた答えとは違い、私たちの提案に賛成してくださったので、うれ
しかったです。企画振興課の方がおっしゃったように、空き家を持っていて、子どものため
に活用しても良いという考えの方がいたら、ぜひ市議会に伝えようと思いました。
　私は、今回の市議会アドベンチャーを通して、より空き家問題に興味が持てたし、
提案を実現させるために必要な事柄が分かりました。今後はそれに向かってもっと
学びたいと思いました。

　僕は、市議会アドベンチャーを経験して、自分自身がとても成長できたと思います。
　まず、一番印象に残っていることは、議場の緊張感です。僕は、児童代表挨拶をしました。しっかり練習で
きていたので大丈夫だと思っていたけど、登壇すると、今まで感じたことのないような神聖な雰囲気があり、
挨拶をしている最中、足がずっと震えていました。
　他では経験できないことなので、やってよかったと思います。
　僕たちは「江田島市のイベント情報が一か所で入手できるシステムがほしい」と提案しまし
た。市役所の方が、その提案に真剣に答えてくださったことがとても嬉しかったです。また、
僕たちの提案の良さを認めてくださったことで「これまで学習してきてよかったな」と思いま
した。
　今回の市議会アドベンチャーを通して、以前よりも市の政治に関心を持つことがで
きました。これからも、自分たちで江田島市をより良くしていくということを考えな
がら生活していきたいです。

　僕は、市議会アドベンチャーで、市議会について興味をもつようになりました。
　１回目は、議場を見学し、市議会の仕組み等について学習しました。僕はこの１回目が終わってからは、市
議会だよりを毎回見るようになりました。
　２回目は、意見発表でした。市議会の進行の仕方なども学ぶことができ、とても貴重な時間を
過ごすことができました。切串小学校さんの「空き家を遊び場にする」という提案を聞き、江
田島の将来に楽しみが膨らんでいきました。また、江田島市の取り組みが、広島県にも広がっ
ていくといいなと思いました。　
　僕が、一番心に残っていることは、他校の提案を聞くことができたことです。みんなが、こ
れからの江田島市についていろいろと考えていることを知り、江田島の明るい未来が見
えてきました。これからも、江田島市の選挙に注目し、１８歳になったら必ず選挙に
行こうと思いました。また、市議会の傍聴席で実際の議会の様子を見てみたいと思い
ました。

切串小学校

三
み

浦
うら

　彩
さ え

衣さん

鹿川小学校

福
ふくしま

島　こころさん

三高小学校

橋
はしもと

本　実
み お

音さん

大古小学校

白
しらはま

浜　有
ゆう

莉
り

さん

江田島小学校

甲
か い

斐　士
し

温
おん

さん

中町小学校

岡
おかもと

本　大
だい

樹
き

さん
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パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
、
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
方
に
対
す

る
対
応
や
普
及
を
図
ら
な
け
れ
ば
、
市

民
の
利
便
性
の
向
上
に
は
つ
な
が
ら
な

い
。 抱

え
て
い
る
課
題

Ｑ　
市
民
の
中
で
、
不
慣
れ
な
人
に
対

す
る
対
応
や
普
及
に
注
力
し
て
ほ
し

い
。

　
Ａ　
市
民
向
け
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教

室
な
ど
を
開
催
し
、
行
政
と
の
連
携
を

目
指
し
ま
す
。

委
員
か
ら
の
意
見

・�

デ
ジ
タ
ル
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識

を
持
っ
た
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
を
外
部
か

ら
招
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
施
策
を
推
進

し
て
い
る
。

・�

市
民
の
利
便
性
の
向
上
や
市
役
所
業

務
の
効
率
化
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育

成
を
施
策
の
柱
と
す
る
江
田
島
市
デ

ジ
タ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。

現
在
の
状
況

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

　
今
後
も
レ
モ
ン
団
地
整
備
事
業
の

進
捗
、
効
果
的
な
イ
ノ
シ
シ
対
策
に

つ
い
て
調
査
を
継
続
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

ま
と
め

・�

人
材
の
確
保
・
育
成
策
に
つ
い
て

は
十
分
に
検
討
さ
れ
た
い
。

・�

農
業
振
興
に
期
待
す
る
が
、
工
事

費
は
２
億
８
０
０
０
万
円
を
予
定

し
、
本
市
も
１
割
相
当
の
２
８
０

０
万
円
、
市
の
負
担
す
る
事
業
費

の
増
加
の
な
い
よ
う
取
り
組
ま
れ

た
い
。

・�

地
権
者
・
周
辺

地
権
者
・
周
辺

住
民
・
企
業
に

最
善
の
配
慮
を

さ
れ
た
い
。

委
員
会
か
ら
意
見

・
耕
作
放
棄
地
の
解
消

・�

三
高
ダ
ム
を
水
源
と
し
た
畑
地
か

ん
が
い
施
設
の
利
用
促
進

・
そ
の
他
、
雇
用
創
出
な
ど
に
期
待

ね
ら
い

　
レ
モ
ン
栽
培
を
希
望
し
て
い
る
株

式
会
社
鈴
生
と
本
市
に
お
い
て
、
昨

年
７
月
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結
。

　
沖
美
町
沖
地
区
で

３
つ
の
工
区
合
計
で

集
積
面
積
５
万
７
３

８
０
平
方
メ
ー
ト
ル

を
集
約
。

　
農
地
を
地
権
者
の

方
な
ど
か
ら
農
地
中

間
管
理
機
構
が
借
り

上
げ
る
た
め
、
利
用

権
の
設
定
を
行
う
。

（
地
権
者
数
35
人
）

現
在
の
状
況

　
広
島
県
の
農
地
中
間
管
理
機
構
の

事
業
で
、
令
和
４
年
度
～
令
和
８
年

度
に
か
け
て
、
沖
美
町
で
大
規
模
な

レ
モ
ン
栽
培
が
で
き
る
よ
う
に
整
備

す
る
も
の
。

基
盤
整
備
促
進
事
業
と
は

基
盤
整
備
促
進
事
業

（
レ
モ
ン
団
地
整
備
）
に
つ
い
て

始まったデジタル化への取り組み

主
な
活
動
内
容

行
財
政
経
営
計
画
に
つ
い
て
調
査

◦
1
月
20
日
（
金
）

総
務
課
へ
の
聞
き
取
り
調
査

総
務
課
分
の
進
捗
状
況

・
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

・�

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
推
進

◦
２
月
28
日
（
火
）

個
人
情
報
保
護
条
例
案
に
つ
い
て

◦
3
月
22
日
（
水
）

財
政
課
へ
の
聞
き
取
り
調
査

財
政
課
分
の
進
捗
状
況

・
事
務
事
業
総
点
検
の
実
施

・�

成
果
志
向
に
よ
る
施
策
・
事
業
の

構
築

・
補
助
制
度
の
見
直
し

・
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し

・
外
郭
団
体
等
の
適
正
運
営
の
推
進

主
な
活
動
内
容

◦
1
月
11
日
（
水
）

農
林
水
産
課
へ
の
聞
き
取
り
調
査

・�

基
盤
整
備
促
進
事
業
（
レ
モ
ン
団

地
整
備
）
に
つ
い
て

・�

イ
ノ
シ
シ
対
策
の

現
状
の
報
告
と
今

後
の
対
策
に
つ
い

て

◦
2
月
8
日
（
水
）

基
盤
整
備
促
進
事
業

（
レ
モ
ン
団
地
整
備
）

に
係
る
意
見
集
約
に

つ
い
て

◦
3
月
8
日
（
水
）

・�

有
害
鳥
獣
対
策
の
質
問
へ
の
回
答

に
対
す
る
意
見
の
確
認

・
今
後
の
取
り
組
み
項
目
に
つ
い
て
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市議会ってどんなことをしているの？
わがまちのマスコットキャラクターた
ちから投げ掛けられる質問に議会広報
特別委員会がお答えします！

本読み小僧

そのために、令和５年度も市民目線に立って意見をしたり質問
をしたり、市役所からあげられる重要な事を決定していくよ。
今年度も議会だよりで伝えていくから注目していてね。

本読み小僧

人口も減ってきているし、将来へ向けた重要な
取り組みがたくさんあるんだね。

令和５年度の一般会計当初予算は
どんな内容なの？

今号の質問者

本読み小僧

江田島図書館に
住んでいる妖精

令和５年度の一般会計当初予算は
ど 内容

　　教え
て！

議会のこ
と

委　員

本読み小僧
そうだね！
その予算を２つのグループに分けて、５日間かけて審
査をしたよ。２・３ページの特集を見てみてね！

島の現在と未来の暮らしについて取り組む
予算になっているんだね。

委　員

主には、新たに仕事の場をつくっていくための事業
や、古くなっている市の建物を今後どうしていくか調
査をしたり、子どもたちの医療費の支給年齢が広が
ったりするものがあるよ！ 委　員

議
会
広
報
特
別
委
員
会

〜 

編
集
後
記 

〜

委
員
長　
　
長
坂　
実
子

副
委
員
長　
宮
下　
成
美

委　
員　
　
岡
野　
数
正

委　
員　
　
美
濃　
英
俊

委　
員　
　
平
本　
美
幸

委　
員　
　
上
本　
雄
一
郎

　
早
い
も
の
で
令
和
５
年
度
が

始
ま
っ
て
１
か
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
新
学
期
や
職
場
の
環
境
の
変

化
で
何
か
と
慌
た
だ
し
い
時
期

で
す
が
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ど
う
ぞ
お
体
に
お
気

を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
今
号
に
お
き
ま
し
て

は
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
審

査
と
市
内
小
学
６
年
生
に
よ
る

議
会
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
中
心

に
紙
面
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

予
算
審
査
に
あ
た
っ
て
の
議
会

の
動
き
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
一
読
い
た
だ
き
気
軽
に

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
。

　
今
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

皆
さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る

紙
面
づ
く
り
や
、
議
会
の
情
報

発
信
へ
向
け
て
委
員
一
同
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
宮
下　
成
美


